















































。 それによれば、 『古今集』 歌は二百十一首、 『後






















































勅撰集からの引歌の半数近くをよみ人しらず歌が占める場合は多い。前述の歌語りと 関わりが指摘さ 夕顔巻 はよみ人しらず歌も多く、和歌との密接な 連が指摘されている夕霧巻
⑿
の落葉宮や夕霧








































一首の計十八首あり、その内訳は『古今集』が、春上一首（二八） 、秋上・二首（一 四、二○四） 、恋一・二首（四八八、五四六） 、恋三・二首（一一○八、六七四） 恋四・三首（六九五、七○八、七三二） 、恋五・一首（八 六 雑上 一 八七 ） 、雑下・一首（九三五） 、 雑体・俳諧歌・二首（一○四一、 ○六一） 雑体・旋頭歌・一首（一○○九） 、騎旅・一首（ ○九） 、 『後撰集』雑二・一首（一一八九）である。やはり恋や雑の歌が多い。引用回数最多の『古今集』 三 番歌は、よみ人しらず歌由来の歌語「橘」
― ―86





















































































































　『拾遺集』歌は如覚法師すなわち藤原高光詠、 『実方集』の「むさしののわかむらさき」 は 『古今集』 よみ人しらず歌と通う。 『万葉集』東歌以来 発想が『古今集』のよみ人しらず歌によって定着し、新たな類想歌を生みだしていく様相がうかがえる。　八六七番歌は、脈々と受け継がれる伝承の力に裏打ちされている。
八六七番歌を引くことにより、複数の類想歌も物語と無縁ではあり得ない。実際、 『古今六帖』歌の「かこたれぬ」は手習いの「かこたれぬ」や紫上の「かこつべき」に重なる。八六七番歌をとりまく複数の伝承歌がおのずとひと 磁場を形成し、物語の主要な紫のゆかりの女性たちの設定は、そのなか ある。　
ふたたび物語世界に立ち戻ると、若紫巻周辺の藤壺思慕の乱れる
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